



































































































































































































































































































　次に、第 6章では、第 5章の分析方法に基づく評価結果について説明し、第 7章で結論
についてまとめ、今後の課題を述べるという構成になっている。
　本論文では、結論として、BCMレベルが企業価値に影響を与えている可能性はあるが、
それは非常に小さく、BCMレベルと相関関係が強い企業規模が外国人持株比率を通して
企業価値に大きな影響を与えているという構造を明らかにした。
　また、各種の評価をしていく過程で、経営者の視点では、BCMが企業の規模に応じて
各種ステーク・ホルダーの要求に応じていく活動の 1つであると位置付けられること、投
資家の視点については、企業の規模にあわせて、ガバナンスやBCMを推進していく姿勢
を発信していくことが、投資家の期待に応え、企業価値向上につながるというインプリケー
ションを得ている。
